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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】２月下旬に収穫する作型では，マルチは透明，株間は 24cm(N9224)以上とし，品

種は揃いの良い「桜の砦」または内部品質が良好な「YR 春の浦」が適する。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 ２～３月におけるダイコン生産を安定にするため，前報で，有望な４品種を選定した。本

報では，品種の絞り込みを行うとともにマルチの比較を行い，今後の資料とする。 

【方 法】 

「桜の砦」以下４品種を2022年10月13日にマルチを敷設した幅7 0cm，通路50cmの東西方向

の畝に１穴３粒ずつ播種した。マルチの種類は黒(Ｂ)および透明（Ｎ），植穴の間隔は27，

24，20cmの２条（それぞれ規格で9227，9224，9220）とし，試験区とした。播種直後から寒

冷紗（ビニロン製，目合い１m m）でトンネル被覆をし，1 1月10日～2023年２月16日は「ユー

ラックカンキ２号」を併用して二重被覆した。間引きは10月27日に１穴１本とした。肥料は

窒素，リン酸，カリを10aあたり成分量でそれぞれ15，25，15kgとし，全量基肥施用した。

収穫および調査は2023年２月27日に行った。 

【成果の概要】 

１．マルチ下の地温の推移をみると，いずれのマルチでも徐々に低下し，12月中旬には10℃

を下回ったが，その後，６℃を下回ることはなかった（図１）。厳寒期の日周平均地温を

みると，同じ植穴間隔では黒よりも透明で高く，植穴間隔の比較では，広い方が高かった

（図２）。一方，トンネル内の気温をみると，黒よりも透明で最高気温が高く，植穴間隔

を比較すると，黒と透明とで傾向が異なり判然としなかった（図３）。 

２．収穫物の抽根部の状態をみると，黒マルチでは「表皮の変色，表皮の割れ，肩の褐変，

内部の褐変」のいずれの障害の程度も重く，植穴間隔では狭いほど重くなった（図４）。

品種では，「春づまり，春やよい２号」において透明マルチ下でも内部褐変の程度が重か

った。一方，「桜の砦」は総じて程度が軽く，「YR春の浦」は褐変が見られなかった。 

３．収穫物の生育状況を調査すると，黒と透明マルチでは，根重やそのばらつきに大差はな

かった（表１）。植穴間隔では，狭いほど根重が小さく，20cmでは特に小さかった。品種

では，「桜の砦，春やよい２号」でばらつきが小さく「春づまり，YR春の浦」で大きかっ

た。総じて根径/根長比が大きく，「春づまり」は寸胴型になり短形品種の様であった。 

４．「春やよい２号，春づまり」は根部を輪切りにするとバーティシリウム黒点病状の黒変

（未同定）があり，品種選定上の参考とした。以上の障害や生育の状況から，マルチは透

明で植穴間隔は27cmないしは24cm以上，品種は「桜の砦，YR春の浦」が適する。  

【残された課題・成果の活用・留意点】 

栽培では寒冷紗と穴あき農ポリのトンネル被覆を行ったが，被覆方法については検討を

要する。また，南北畝での検討が必要である。 



 
 
 


